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☆第９０回　組合会報告
　・ 令和２年度予算のお知らせ  ～ 一般保険料率、介護保険料率とも据え置きとなります ～
　 ・ 令和２年度の保健事業について
   ☆電子お薬手帳を使ったジェネリック差額表示の導入について
　　～電子お薬手帳アプリ「ヘルスケア手帳」のスマホへの登録をお願いします～　
　  ☆令和２年度　健康ウォーク１日１万歩運動「ウォーキングキャンペーン」について　
　  ☆令和元年度分　健保補助金申請は４月５日（日）＜必着＞までです。

第９０回　組合会報告
　令和２年２月１４日（金）開催の第９０回組合会にて、 令和２年度 （令和２年４月１日～令和３年３月３１日） の予算と
事業計画等が可決されました。 令和２年度は、 第２期データヘルス計画及び第３期特定健診・特定保健指導の３年
目の計画を踏まえた保健事業等を勘案した予算編成を行いました。
　以下に令和２年度予算と事業計画のポイントを記載いたします。

１． 一般保険料率と収入支出について
　当健保組合の中期運営計画（２０１７年～２０２０年）では、２０１８年から保険料率を９.１%から９.７%に引き上げる計
画でしたが、２０１８年、 ２０１９年と前期高齢者納付金が中期計画の見込を下回り料率をあげなくても経常黒字が確
保できる見通しとなったため据え置き、 保険料率の引き上げは1年先送り（令和2年度に実施）することとしていま
した。
　令和２年度の予算は、 保険料率を９.１%のまま据え置くと経常収支は３０百万円の赤字となる見込ですが、不足
分は別途積立金を充当し９.１%に据え置くこととしました。
　※収入支出の詳細は３ページに記載

２．介護保険料率について
　介護保険料率は、 １.６８%で据え置きとしました。
　※収入支出の詳細は２ページに記載

３．令和２年度の保健事業について
　健保組合では、 事業主、 被保険者、 労働組合の代表各２名と、 医療専門家で構成する 「健康管理事業推進委員会」 
において、 令和２年度における保健事業の見直し等について議論、 取りまとめを行い、 健保組合理事会に答申し、 
第９０回組合会にて承認されました。
　主な内容は、 以下のとおりです。

　　（１） 電子お薬手帳を介してジェネリック医薬品の使用促進を図ります。
　今までは 「ジェネリック利用促進通知」 （ジェネリック医薬品に切り替えた場合の自己負担軽減額の通知） を実施
し、 ジェネリック医薬品の使用率を上げることにより医療費の削減に努めてきましたが、令和２年度は、 「電子お薬
手帳」 を介したジェネリック医薬品への誘導サービス 「COMPASS」 を導入し、 薬局に処方箋を出す前にジェネ
リック差額を提示することによりジェネリック医薬品の使用率を高め、 医療費の更なる削減を図ります。

　　　　※取組の詳細は３ページ参照
　　（２） 特定保健指導の対象とならないリスク保持者と若年層にｅ-Learningを導入します。

　現在、 特定保健指導は３５歳以上で肥満かつ生活習慣病のリスクがある方を対象に実施していますが、 非肥満で
も生活習慣病のリスクがある方や３４歳以下でも特定保健指導レベルの健診結果の方への対策ができていません
でした。これらの方へ「リボーンマジック」という新しいスタイルのｅ-Learningを実施していただき、 楽しみながら
４週で生活改善を目指すプログラムを導入します。 具体的には、 令和２年度の健診結果により個別にご案内します。

　　（３） 血管病既往者と高血圧 ・ 脂質異常 ・ 糖尿病で通院中かつ管理不良者への再発、 重症化を予防する事業を行い
　　　　ます。

リスクの高い 「生活習慣病管理不良者」 や 「脳梗塞や心筋梗塞などの血管病既往者」に対し、 名古屋大学医学部発
のベンチャー企業 「PREVENT社」 の生活習慣改善支援プログラムでかかりつけ医 ・ 主治医と連携し、 スマホア
プリとモニタリング機器を利用した個別指導により、 再発や重症化を予防する事業です。 過去5年間の健診結果と
レセプトデータから対象者を抽出し、 個別にご案内します。

NEW!!

NEW!!

NEW!!

http://www.nbcw.co.jp/kenpo/
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　　（４） 禁煙チャレンジキャンペーンを継続実施します。
当健保の喫煙率が高いため、 喫煙者の疾病リスクの低減と、受動喫煙の排除を目的に、 「禁煙外来コース又は健保
指定の遠隔診療を終了した被保険者の個人負担を０円とするキャンペーン」 を引続き実施します。 （６月～７月、
１０月～１１月に参加者募集予定。 詳細は別途ホームページで発表します。）
　なお今年度も、 特定保健指導対象者及び特定保健指導相当の数値のある若年者は通年で参加を可能とします
ので、 奮ってご参加ください。

　　（５） 健康相談 ・ 医師紹介の 「クリンタルアプリ」 （スマホ、パソコンで利用可） を正式導入し、 電話健康相談はメン
タルヘルス専用に切替ます。
　令和元年度において電話健康相談と健康相談アプリ （クリンタルアプリ） を併設して利用状況を見てきたとこ
ろ、 クリンタルアプリの利用件数が電話相談の２.６倍 （１２／末時点） であったことから、電話相談をクリンタルアプリ
に切替ます。 ただ、 クリンタルアプリはメンタルのカウンセリング機能 （面談） がないため、 従来の電話健康相談
をメンタル専用に変更し、「メンタルヘルス相談室」として残しますので、 ご注意ください。

　　（６） 人間ドックWEB申請を中止させていただくこととしました。
　昨年６月に外部からの不正アクセスが確認され、それ以降人間ドックのWEB申請は使用をみあわせセキュリ
ティーの強化の検討を行いました。 しかし、 再開には、セキュリティーの再構築が必要でその費用を見積もったとこ
ろ数百万という多額の費用がかかる内容となったため、  WEB申請は中止させていただくこととしました。
　今後は、 利用申請書をFAX、 郵送、 メールで送付いただきますようお願いいたします。
　なお、健保で申請書を受領したら受領メールを送付させていただきますので、 メールアドレスを必ず記入してくだ 
　さい。また、 毎年、 健保に利用申請をしないまま受診する方がいらっしゃいます。
　健保組合に申請なく受診した場合は、 全額個人負担とする規程になっていますので、 ご注意ください。

　　（６） スポーツクラブ利用補助規定の一部改正を行いました。
　ヨガスタジオの利用を認める等の改定を行いました。２０２０年４月１日利用分から適用されます。
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主な収入予算の基礎数値（一般勘定）
被保険者数 ：
平均標準報酬月額 ：
総標準賞与額 ：
被保険者平均年齢 ：
前期高齢者加入率 ：

5,735名
320,725円

3,544,000千円
42.54歳

2.9％ ※任意継続被保険者の皆様は全額ご負担いただいております。

●健康保険料
　健康保険組合の収入のほとんどは、当健保組合に加入されている被保
険者と事業主からの毎月の給与と賞与からおさめていただく保険料です。

令和２年度　予  算

健康保険料率は9.1％に据え置き
● 一般勘定（健康保険）

● 収入 ● 支出

健康保険料
2,266百万円
（91.8％）

被保険者１人あたり
391,131円

保険給付金
1,206百万円
（48.9％）

被保険者１人あたり
210,278円

納付金
897百万円
（36.3％）

被保険者１人あたり
156,381円

その他
50百万円（2.0％）
 被保険者１人あたり
　　　     8,718円

保健事業費
136百万円
（5.5％）
被保険者１人あたり
23,692円

繰入金　　　
152百万円
（6.2％）

被保険者１人あたり
26,478円

別途積立金等
からの繰入（ ） 予備費　　

　133百万円（5.4％）
　　　被保険者１人あたり
　　　　　　　23,119円

保険給付金の不足等
に備える費用（ ）

収入支出総額　2,468百万円
経常収支　　　  ▲30百万円

被保険者１人あたり  430,341円
被保険者１人あたり   ▲5,293円＝ 経常収入2,272百万円ー経常支出2,302百万円

事務所費・連合会費
その他雑支出（その他

96百万円（3.9％）
　被保険者１人あたり
　　　　16,739円

）

主な支出
●保険給付費
　保健給付費とは、 みなさまがお医者さんにかかったときの自己負担 （通常３割） 以外の医療費で、 健保組合が負担していま
す。 出産育児一時金や傷病手当金等の各種手当金なども保険給付費に含まれます。
　保険給付費は、 高額薬剤の使用拡大や医療技術の進歩などで年々増加しており、 令和２年度においては、 １２億６００万円
（前年差＋４,４００万円）を計上しました。 なお、 みなさまがジェネリック医薬品の使用促進、 健診 ・ 特定保健指導 （対象となっ
た方） を受けて健康管理 ・ 疾病予防や生活習慣の改善に努めていただければ、 支出を減らすことができる費用ですので、 
是非ご協力をお願いいたします。



●保健事業費
　みなさまの健康づくりを推進するための費用で、 今年度は前記 （３．令和２年度 保健事業について） の費用を含め１億３,６００
万円 （前年差＋４００万円） を見込みました。
●各種納付金
　令和２年度は６５歳～７４歳の医療費 （前期高齢者納付金） として３億７,１００万円 （前年差＋１億２,４００万円）、７５歳以上の
医療費 （後期高齢者支援金） として５億２,６００万円 （前年差＋２,１００万円） を国に納付します。
　前期高齢者納付金は、 当健保の65歳～74歳の加入者の年間医療費に比例して算定されますので、 その年代の方
が健康で疾病予防に努めていただき医療費が安く済めば減額が可能です。
　また、 特定健診 ・ 特定保健指導の実施率等により後期高齢者支援金が増減される仕組みが導入されています。

　今後も、本人・被扶養者とも健康診断を100%受診いただくとともに、特定保健指導の対象となった方は必ず受けてい
ただくようご協力をお願いします。

予算の基礎数値（介護勘定）
介護保険第2号被保険者数 ：
介護保険特定被保険者数 ：
平均標準報酬月額 ：
介護保険料率 ：

4,055名
75名

371,863円
1.68％

● 収入・支出予算 301百万円
収入内訳 ・ 徴 収 保 険 料 ： 286百万円（95.0％）

・ 繰　 入 　金 ： 5百万円（1.7％）
・ 繰　 越 　金 ： 10百万円（3.3％）

支出内訳 ・ 納　付　金  ： 279百万円（92.7％）
・ 積立金ほか ： 22百万円（7.3％）

健康保険組合では、市区町村に代わり、４０歳以上の人の介護保険料を徴収しています。
介護保険制度への納付金は令和２年度から全面総報酬割となりました。

● 介護勘定
介護保険料率は、１．６８％に据え置き

電子お薬手帳を使ったジェネリック差額表示の導入について
　～電子お薬手帳アプリ「ヘルスケア手帳」のスマホへの登録をお願いします～

この仕組により、当健保は平成29年度の実施率が評価され、令和2年度に支払う後期高齢者支援金の減算対象となりました。

当健保では、加入者の皆様にジェネリック医薬品を使用いただくことにより医療費の削減を図る取組を
行っていますが、令和２年度においては以下の取組みを行ってまいりますのでご協力をお願いいたします。
　１．導入するサービス

　「ＣＯＭＰＡＳＳ/コンパス」・・・電子お薬手帳「ヘルスケア手帳」に付加するジェネリック医薬品の即時表示       
　　　　　　　　　　　　     サービスです。

　２．サービス内容（特徴）
①電子お薬手帳 （ヘルスケア手帳） に、 病院でもらった処方箋のＱＲコードを読み込むと処方された薬のジェ
　ネリック医薬品の情報 （薬品名、差額） がその場で表示されます。
　※この機能は２０２０年４月１日から利用できます。
②「ヘルスケア手帳」 と契約のある薬局であれば、 処方箋を送信することで、 待ち時間がゼロになり、 ジェネ
　リックへの変更希望もアプリ経由で薬局に簡単に通知でき、呼出依頼をしておけば、 準備ができたらアプリ
　で知らせてくれます。
③お薬手帳を持参するだけで、 毎回４０円安くなります※。 紙のお薬手帳は忘れることが多いですが、 スマホの
　アプリなので常時携帯可能で、災害時にも便利です。
　※同一薬局（調剤基本料１の薬局）で６か月以内に持参した場合、 ３割負担の場合。

　３．皆さんに実施していただきたいこと
　登録 ・ 利用料無料の 「ヘルスケア手帳」 のアプリをダウンロードし、 日本旅行健保の保険者番号 ０６１３７８４８ 
を入力して利用者情報を登録をするだけ！！
　アプリでは１０人まで登録して使えますので、 お子様や高齢の親御様の分まで複数のお薬手帳分をひとつで
管理することもできます。
　詳細は、 別送のご案内チラシを参照してください。



　毎日のウォーキングを生活習慣とし、 生活習慣病の予防 ・ 改善を図っていただくため、 ポイント制の 「年間
ウォーキングキャンペーン」 「春 ・ 秋のシーズンキャンペーン」 を以下のとおり実施します。
　令和２年度はシーズンキャンペーンの１日平均歩数目標を７,０００歩に下げ、また年間キャンペーンの賞品もUC
ギフトカードに変更しますので奮ってご参加ください。

　・ 参加資格　　被保険者及び１６歳以上の被扶養者
　・ 新規参加申込方法（既に登録されている方は申込み不要です。）
　  健保組合のホームページ（http://www.nbcw.co.jp/kenpo/）のトップ画面の右下にある下記のバナー

　・ ポイントについて　１,０００歩ごとに１ポイントがたまります。
　　※1日５,０００歩未満の場合、ポイントはつきません。
　　※1日の上限は２０ポイント（２万歩）となります。

令和2年度　ウォーキングキャンペーンについて
－「健康ウオーク1日1万歩運動」参加者大募集－

をクリックのうえ、
案内に沿ってお申込ください。

 ・ キャンペーン期間　令和２年４月１日～令和３年３月３１日の1年間
 ・ キャンペーン内容
　●年間で３，６５０ポイント以上（１日平均１万歩以上）達成した方に「達成賞」を、２,９２０ポイント以上   
　　３,６５０ポイント未満（１日平均８,０００歩～９,９９９歩）の方に「努力賞」を贈呈します。
 ・ 達成賞 ： UCギフトカード２,０００円分。
 ・ 努力賞 ： UCギフトカード１,０００円分。

＜キャンペーンの概要＞＜キャンペーンの概要＞

１． 年間キャンペーン１． 年間キャンペーン

令和元年度分　健保補助金申請は４月５日（日）まで（必着）です

　健保組合で行なっている 「契約スポーツクラブ」 「各種体育行事」 「がん検診」 
「禁煙治療」 等の２０１９年度 （令和元年度） 分の補助金申請は、 ３月３１日利用分ま
でです。
　３月は健保組合の年度末のため、 ４月５日（日）締めで、 ４月２５日の給与に含めて
支給しますので申請遅れのないようにご注意ください。
　なお、 支給状況は 「給与明細」 にてご確認ください。（任意継続被保険者の方は
補助金請求書に記載いただいた銀行口座に振り込みとなります。）
　なお、 インフルエンザ予防接種に対する補助金申請は１月末で終了しております。

 ・ キャンペーン期間　
　 春 ： 令和２年４月１日～６月３０日　　秋 ： 令和２年９月１日～１１月３０日
 ・ キャンペーン内容
　各シーズンにおいて、1日平均７,000歩以上（期間中６３７ポイント以上）の方を
　対象に抽選で10,000円分のUCギフトカードを10名様に進呈

２． シーズンキャンペーン２． シーズンキャンペーン


